
　

 （1)部門別職員数に関する状況 （各年４月１日現在）（単位：人）

（注）国の定員管理調査の基準によります。
　　　地方公務員の身分を保有する休職者・派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。
　　　４月１日付けの人事異動後の実人員であり、当初予算に計上された人数と一致しません。

（注）魚津市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
      標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

魚津市人事行政の運営等の状況

１　職員数に関する状況

特
別
行
政 小　計

教育

▲ 18262244

282 296 ▲ 14

係統合に伴う減

土木 31 33 ▲ 2 係再編・業務内容見直しに伴う減

欠員不補充（再任用短時間職員により代替）

農林水産

令和２年９月１日

20 20

計

-

0 -

下水道 8 ▲ 2 計画完了による行政組織再編に伴う減10

10

3

その他 32 5 -27

50 47

公
営
企
業
等

特
別
会
計

10

市立保育所統廃合に伴う減

衛生 16 15 1 欠員補充（育休職場復帰）

幼稚園職員の増（市立保育所統廃合に伴い）

小　計

水  道

合      計

 （2）一般行政部門における一般行政職の級別職員数等の状況（令和２年４月１日現在）

332 343 ▲ 11

▲ 1

税務 16

38 34 4

民生 73 88 ▲ 15

　
部　門          区　分

職 員 数 対前年
増減数

主 な 増 減 理 由
令和２年 平成31年

0

17 ▲ 1

-

総務 74 74 0 -

議会 5 5 0

一
般
会
計

一
般
行
政

商工 9 10

区　　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

33人 16.4%

2　　級
高度な知識又は経験を要する主事及び
技師の職務

27人 13.4%

主任の職務

6　　級 課長及び主幹の職務 16人 8.0%

7　　級
部長、会計管理者、次長及び参事の職
務

11人 5.5%

21人 10.4%

4　　級 係長、指導主事及び主査の職務 71人 35.3%

1　　級
定形的な業務を行う主事及び技師の職
務

22人 11.0%

3　　級

　なお、一部の項目については、令和２年４月１日現在の状況等を公表します。

令和元年度における魚津市人事行政の運営等の状況について、次のとおり公表します。

　魚津市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成17年魚津市条例第２号）第６条に基づき、

5　　級 課長代理及び副主幹の職務
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（注） 国の給与実態調査の基準によります。

(注)消防は富山県東部消防組合派遣職員の退職によります。

(注)課長級以上の職員で、再就職している者の状況です。

部･次長級

2人 1人

3人

7人 3人

その他法人等

0人 2人 1人

0人0人0人

0人

再就職者

0人

合計

課長級

0.30 8.13

52歳 56歳 60歳20歳 24歳 28歳 32歳

～

44歳 48歳

市特別職 市再任用

 （3）年齢別職員構成の状況（令和２年４月１日現在）

 （6）再就職の状況（令和元年度退職）

5.72

以上

～ ～

職員数

区　分

～

39歳

271 11 32 37 4321

36歳

47歳 51歳 55歳 59歳27歳

40歳20歳

～

うち令和２年度再任用

1人

業務員

0人

年齢別職員構成比（令和２年４月１日現在）

100.02.7112.956.33

16人

合計

9.64 11.14

 （4）採用の状況（令和２年度）

5人

消防

2人

 （5）退職の状況（令和元年度退職）

3.31比率(%)

保健師 技師 学芸員

0人

332

11.14 12.35

954

23歳

1937

35歳 43歳

～ ～ ～ ～

41

合計

3人

16.28

学芸員

0人

技師

1人

保育士

0人

保健師

12人

一般行政

3人

一般行政

0人0人

未満

計

保育士

0人

～

31歳

退職者

6人

1人

0.30 

3.31 

9.64 

11.14 

8.13 

6.33 

12.95 

11.14 

16.28 

12.35 

5.72 

2.71 

0.00 

5.06 

7.74 

8.04 7.74 

13.10 

10.71 

15.47 

11.31 

8.33 

11.31 

1.19 

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

構成比

５年前の構成比

(％）

20 20 24 28 32 36 40 44 48 52 56 60

歳 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 歳

未 23 27 31 35 39 43 47 51 55 59 以

満 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 上
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２　職員の人事評価の状況

   

３　職員の給与に関する状況

  (1) 人件費の状況（普通会計決算）

　 　　　人件費には、地方公務員法第３条に定める特別職の報酬を含みます。

　(2) 職員給与費の状況（一般会計当初予算）

　(3) 職員の平均年齢、平均給料月額
　　　　

歳 円

歳 円

歳 円

　 　平均給料月額とは、令和２年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。

     対象となる職員数が２名以下の場合は、個人情報保護の観点から該当欄を「－」で表示しています。

 （4) 職員の初任給の状況（令和２年４月１日現在）

 （5) 職員の経験年数、学歴別平均給料月額の状況（令和２年４月１日現在）

技能労務職 53.3

(注）平均年齢の小数点以下は月数です。

一般行政職

一般行政職

393,088円

教育職

329,100

37.5 242,600

区　　　　分 経験年数10年

高　校　卒 － 該当なし －

 平成31年４月１日～令和元年８月31日

(注)平成28年度から本格実施をしています。

経験年数20年

319,100

区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額

職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

2,503,859

42.8

区　　　　　分 魚津市

（令和２年１月１日現在） 　　　　　　Ａ 　　　　　　Ｂ

反　映　月評　　価　　期　　間

昇給に反映
能力評価
業績評価

 令和元年６月期 平成30年９月１日～平成31年１月31日

平成30年度の人件費率

業績評価
（能力評価に加点・減点）

歳 出 額 実 質 収 支 人 件 費 人 件 費 率 （参考）

Ｂ／Ａ

勤勉手当に
反映

能力評価
（Ａ～Ｅの５段階評価）

　　　　　　％

 令和元年12月期

 令和２年１月
 複数の評価期間で標準Ｃ以外の評価が連続
 した場合、翌年昇給時に反映

 平成30年４月１日～平成31年１月31日

大　学　卒 254,980円 346,857円 368,301円

大　学　卒

経験年数30年

高　校　卒 154,900円

一般行政職

188,700円

経験年数25年

　　 対象となる職員数が２名以下の場合、個人情報保護の観点から該当欄を「－」で表示しています。

－

 (注)管理職員の給料減額措置（４％）後の額

Ａ

1,654,571

　　計　　Ｂ

一人当たり

291 5,686

 令和元年６･12月期

区分
住民基本台帳人口

令和
元年度

人　　　　　　　　千円 　　　　　千円 　　　　　千円 　　　　　　％

期末･勤勉手当職員手当

令和
２年度

人

14.4

     職員手当には、退職手当および期末勤勉手当以外のすべての職員手当を含みます。
　　 職員数・給与費には、特別職や議員、会計年度任用職員は含まれていません。

千円

給　 料

13.7

(注) 令和２年度一般会計の当初予算に計上されたものです。

千円

(注)「普通会計」とは、全国統一的な基準で市町村と比較できるようにした統計上の会計区分をいいます。

41,672 17,357,860 1,033,557

区分
給与費 B/A

428,396

千円

154,862

千円

1,071,313

千円
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 （6) 期末手当・勤勉手当・退職手当状況（令和元年度実績）

（支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当

 月分  月分

（ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況）

　職制上の段階、職務の級等による加算措置

　・役職加算　 5～15％

（注）(  )内は、再任用職員に係る支給割合です。

　　　対象となる職員数が２名以下の場合、退職手当の１人当たり平均支給額は、個人情報保護の観点から過去２年間に

　　　退職した職員に支給された平均額となっています。

　(7) 特殊勤務手当

  (8) 時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

68,995

救急業務（救急救命士） －

19.6695

月分 47.709 月分

14.6

18,464

868

600円／１回

300円／１回

日額 500円

救急業務（救急救命士以外）

49,500円 500円／１件

日額 500円

日額 500円

日額 300円

期末手当・勤勉手当

勧奨・定年

手当の種類（手当数）

税務関係職員
賦課徴収業務 300円

滞納処分事務 28,000円

39.7575

鳥獣の死体処理及び危険害虫
等駆除業務従事者

鳥獣の死体処理及び危険害虫等
駆除業務

勤続２０年

勤続２５年

退　職　手　当

28.0395

１人当たり平均支給額 1,473 千円

月分

自己都合

月分 24.586875 月分

感染症の病原体の付着又は付
着の疑いがある物件の処理及
び消毒作業従事者

樹木への薬剤散布業務従事者 樹木への薬剤散布業務 14,000円

社会福祉関係職員
保健業務で相当に劣悪と認められる環
境の家庭への訪問業務

9,500円

消防業務従事者

感染症防疫手当
感染症の病原体の処理及び
消毒作業

10,500円

鳥獣の死体処理及び危険
害虫等駆除手当

33.27075 月分

海難救助活動業務 －

251

　支給実績（平成30年度決算）

2,000円／件

支給実績
元年度決算

主な支給対象業務

行旅病人
死亡者取扱手当

手当の名称 主な支給対象職員

行旅病人取扱業務 0円

日額 500円

月額 3,000円

250円／１回－

薬剤散布手当

社会福祉関係職員
行旅死亡人取扱業務 0円

医療業務手当 診療及び医療の研究等従事者 診療及び医療の研究等業務 144,000円

変則勤務手当 変則勤務従事者

火災消火活動業務

変則勤務

海難救助手当

－

左記職員に対す
る支給単価

種類

千円

月分

　％

9

支給職員１人当たり平均支給年額（令和元年度決算）

支給実績（令和元年度決算）

0.90 最高限度額

2.60 1.90 月分

1.45

千円

47.709

勤続３５年 47.709

　円

千円

1人当たり
平均支給額

881 21,521

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和元年度）

1,000円／件

市税徴収事務手当

1,500円／１回

612,000円

月額 12,000円

保健福祉業務手当

消
防
業
務
手
当

救急業務手当

火災出動手当

226

　支給実績（令和元年度決算） 72,110

　職員１人当たり平均支給年額（平成30年度決算）

　職員１人当たり平均支給年額（令和元年度決算）
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  (9) その他の手当

円

円

円

円

千円 円

千円 円

円

円

円

円

円

円

千円 円

  (10) 特別職等の給料・報酬の状況（令和２年４月１日現在）

円

円

円

円

円

円

月

(注)減額措置（市長20％、副市長15％、教育長10％）後の額。

　　「特別職報酬等審議会」の答申に基づいて条例で定めています。                         
     （　　）内は、前年度比です。

  (1) 職員の勤務時間

令和元年度実績

(±0円)

430,000

480,000

(±0円)

(±0円)

(＋24,000円)

(＋21,000円)

17:15

　期末手当

(＋20,000円)議 員 400,000

報

酬

議 長

副 議 長

給

料

市 長

副 市 長 627,000

736,000

3.4 (＋0.05月分)

教 育 長

8:30 12：00～13：00 毎週月曜日から金曜日までの週５日

勤務を要する日

（加算の状況）・役職加算　40%

勤務時間

終業時刻始業時刻
休憩時間

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

　（注）本庁以外の勤務場所等においては、上記勤務時間と異なる勤務形態の場合があります。

567,000

258

管理職手当

部長 66,400

通勤手当

交通機関等利用者は運賃相当額
　　　　　　　（最高限度額）　55,000円/月
自動車等の利用者は使用距離に応じて
　　　　　　　　　　 2,600円～35,000円/月

区 分

異なる内容 （令和元年度決算）

同 － 23,208

5,000

千円

管理職員特
別勤務手当

管理職手当支給対象職員が、臨時又は緊急の必
要等により週休日及び平日深夜に勤務した場合
に支給
・６時間以下の場合
　１回　2,000～10,000円
・６時間超の場合
　１回　6,000～15,000円

同

月　　　　額

支給実績 支給職員１人当たり

580,667

異
基準となる
家賃額

10,121

千円

主幹 37,400

課長代理 31,700

子 10,000

配偶者 6,500

配偶者・子以外 6,500

満15歳以上22歳までの子１人
についての加算

次長 57,500

参事 53,100

借家

32,250－

平均支給年額

距離段階区
分ごとの金
額

14,697 63,347

国の制度

扶養手当

住居手当
月額11,000円を超える家賃を支払っている
職員に対し、負担している家賃の額に応じ
て最高27,000円まで支給

手　当　名 内容及び支給単価 との異同

（令和元年度決算）

円

課長 47,800

214,884

259,517

異

異 円
区分ごとの
金額

20,904

国の制度と
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  (2) 休暇、休業制度の状況

主な休暇、休業制度の概要及び令和元年度における取得状況は、次の表のとおりです。

　　　職務に専念する義務（同法第35条）

　　　政治的行為の制限（同法第36条）

減給

戒告

分限処分 5人

　　　争議行為等の禁止（同法第37条）

　　　営利企業等の従事制限（同法第38条）

５　職員の分限及び懲戒処分の状況（令和元年度）

区　　分 種　　類 人数

懲戒処分

0人

0人

心身の故障のため、長期の休養を要する場合など

区分 制度概要等

 年次休暇

取得状況

職員の請求に基づき付与される休暇。暦年毎に20日を付与。
また、20日を限度として翌年に繰越しできる。

平均取得日数

　　　 　8.5日

 夏季休暇 夏季における諸行事への参加や心身の健康維持等を図るために仕事を休
むとき。６月から９月の期間内において５日間以内。

平均取得日数

　　　　 4.4日

 病気休暇 傷病により仕事を休む必要があるとき。原則90日以内。 取得者

　　　　　17人

 配偶者出産休暇 妻が出産する場合に、夫である男性職員が妻の出産に伴い必要と認めら
れる入院の付添等を行う必要があるとき。妻が出産のために病院に入院
する等の日から出産の日後２週間の期間内に２日以内。

取得者

　　　　　 7人

 子の看護休暇 中学校就学前の子を養育する職員が、その子のケガや病気を看護するた
めに仕事を休む必要があるとき。１年に５日以内（中学校就学前の子が
２人以上いる場合は10日以内）

取得者

　　　　　43人

 育児時間 生後１歳未満の子を育てる職員が、その子の授乳や保育を行うとき。１
日２回、各30分。

取得者

　　　　　 0人

 育児参加 妻の産前産後休暇期間内に当該出産に係る子、又は小学校就学の始期に
達するまでの子を養育する必要があるとき。５日以内。

取得者

　　　　　 1人

 育児休業 ３歳に満たない子を養育するとき。子が３歳に達するまでの期間 取得者

　　　　　 9人

 ボランティア休暇 職員が自発的に、かつ、報酬を得ないで社会に貢献する活動を行う場合
で、その勤務しないことが相当であると認められるとき。５日の範囲内
の期間。

取得者

　　　　　 4人

 部分休業 小学校就学前の子を養育しつつ勤務するとき。子が小学校に就学するま
での期間で、始業時又は終業時、１日を通して２時間以内。

取得者

　　　　　 0人

 介護休暇 配偶者、子、同居の祖父母等が傷病等により日常生活を営むのに支障を
きたしており、その介護を行うために仕事を休む必要があるとき。
２週間以上６月以内。

取得者

　　　　　 0人

 短期介護休暇 介護休暇の対象となる要介護者の介護や、通院の付添い等の必要な世話
を行うため勤務しないことが相当であると認められるとき。１年に５日
以内（要介護者が２人以上の場合は10日以内）

取得者

　　　　　 3人

その職に必要な適格性を欠く場合など

職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合など

６　職員の服務の状況

　　　信用失墜行為の禁止（同法第33条）

　　　秘密を守る義務（同法第34条）

　　　法令等及び上司の職務上の命令に従う義務（同法第32条）

　　地方公務員法第30条は、服務の根本基準として、「すべての職員は、全体の奉仕者として公共の
　利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならな
　い。」と規定しています。
　　また、次のような義務、禁止および制限事項が定められています。

降任

休職

0人
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　　令和元年度の職員の研修の状況については、次の表のとおりです。

７　職員の研修の状況

（単位：人、日）

受講者数 日数 対　象 備考（会場、実施機関等）

新規採用職員研修（前期） 6 4 新規採用職員 魚津市役所ほか

新規採用職員研修（後期） 6 2 新規採用職員 魚津市役所ほか

中堅職員継続課程研修（20年経過） 5 1 中堅職員 魚津市役所

小　計 17

○新任職員研修（前期） 6 4 新規採用職員 富山県市町村会館

●新任職員研修（後期） 6 3 新規採用職員 富山県農協会館

●中堅職員基礎課程研修（５年経過） 10 2 中堅職員 富山県農協会館ほか

○中堅職員継続課程研修（11年経過） 4 2 中堅職員 富山県市町村会館

●新任係長研修 2 2 新任係長 富山県農協会館ほか

○現任係長研修(３年経過） 9 2 係長職３年目 富山県市町村会館

○新任所属長研修 1 2 新任所属長 富山県市町村会館

○現任課長研修（３年経過） 6 2 課長職３年目 富山県市町村会館

○新任主幹研修 2 2 新任主幹（課長代理） 富山県市町村会館

●住民協働研修 6 1 一般職員 富山県職員研修所

●リーダー養成研修 9 1 一般職員 富山県職員研修所

●政策法務研修 7 2 一般職員 富山県職員研修所

●コミュニケーション研修 15 1 一般職員 富山県職員研修所

●発想力向上研修 13 1 一般職員 富山県職員研修所

○クレーム対応研修 6 1 一般職員 富山県市町村会館

○ハードクレーム対応研修 2 1 一般職員 富山県市町村会館

○新任トレーナー養成研修 2 1 一般職員 富山県市町村会館

○プレゼンテーション研修 16 1 一般職員 富山県市町村会館

○チーム力強化研修 11 1 一般職員 富山県市町村会館

○新地方公会計制度による財務書類作成研修 1 1 一般職員 富山県市町村会館

○"ディズニーから学ぶ"ホスピタリティ向上研修 1 1 一般職員 富山県市町村会館

●法制執務に関する実務研修 2 1 一般職員 富山県職員研修所

小　計 137

固定資産税課税事務（家屋） 1 11 一般職員 市町村職員中央研修所

廃棄物の処理とリサイクルの推進 1 5 一般職員 市町村職員中央研修所

法令実務Ａ（基礎） 2 5 一般職員 市町村職員中央研修所

都市計画 1 5 一般職員 全国建設研修センター

用地職員のための法律事務 1 3 一般職員 全国建設研修センター

新任担当者のための技術検査の進め方 1 2 一般職員 日本経営協会

国土調査研修　標準・基本（Ⅱ期）実習コース 1 10 一般職員 国土交通大学校

下水道経営セミナー 1 2 一般職員 公益社団法人日本下水道協会

下水道経営セミナー決算書作成 1 1 一般職員 公益社団法人日本下水道協会

パソコン研修（Access基礎・応用、Excelﾃﾞｰﾀｰ集
計・分析編）

5 1 一般職員 富山県ＯＡスクール

小　計 15

通信教育 2

小　計 2

一般研修（委託分）の研修名の○は富山県市町村職員研修機構実施、　●は富山県職員研修所実施

研　修　内　容

（

市

実

施

分

）

一

般

研

修

一
般

研
修
（

委

託
分
）

派

遣

研

修

自

主

研

修
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 （1）職員の健康管理の状況

  　　公務能率の向上を図るため、職員の健康管理等の厚生事業を実施しており、令和元年度の実施状

　  況は次のとおりです。

○主な健康診断実施状況

 （2）福利厚生事業の状況・・・会員掛金及び市交付金で運営

      職員の勤務能率の向上や元気回復等を目的とした福利厚生事業を行っており、令和元年度の実施

    状況は次のとおりです。

1 実施団体 魚津市職員互助会

2 会員数（令和２年３月） 　　　366名

3 令和元年度歳入決算額 3,292,463円 （公費負担率20.0％）

4 給料月額の千分の1.2

5 公費負担の総額（市補助金） 　658,902円

6 会員１人当たりの公費負担額 　　1,800円

7 主な事業

 (ｱ)　給付事業　

（ｲ） 厚生事業 ・職員ボランティア清掃（73人参加）

・人間ドック受診助成（78人）

・インフルエンザ予防接種助成（136人）

・都市職員体育大会等参加（6競技）

・魚津まつり蝶六街流し（48人参加）

・職員ビーチボール大会（190人参加）

・サークル助成（13サークル）

 （3）共済制度の状況

　　　

８　職員の福祉及び利益の保護の状況

事業の内容

組合員とその家族の病気、けが、出産等に対する必要な給付を行うもの

組合員の退職、障害又は死亡に対して、年金又は一時金の給付を行うもの

組合員とその家族の健康の保持増進事業、保養施設の運営、住宅資金の貸付等を行うもの

受診実績等

11回開催

336人

対　象　者

毎月１回、職員本人、上司などからの相談に産業医が対応

全職員（休業者等を除く）

73人

85人

摘要

富山県市町村職員共済組合の保険事業
による全額負担

富山県市町村職員共済組合の保険事業
による一部負担あり

区　分

定期健康診断

対　象　者

婦人科検診

人間ドック
（節目・一般）

全職員（人間ドック受診者等を除く）

受診を希望する職員

受診を希望する職員（指定年齢の職員等）

受診実績等

245人

○健康障害防止対策等

区　分

健康相談事業

ストレスチェック

事業区分

　短期給付事業

　長期給付事業

　福祉事業

会員掛金の算定方法

　地方公務員共済組合法に基づき、職員とその家族の生活の安定と福祉の向上を図り、職務の能率的

運営に資することを目的として、富山県市町村職員共済組合が事業を実施しています。

　なお、制度実施のための必要な財源は、地方公務員等共済組合法に基づき、職員（組合員）の掛金

と地方公共団体の負担金によって賄われています。

○共済組合によって実施されている事業の概要

            退会記念（14人）、死亡（15人）、結婚（5人）、出産（11人）、永年勤続（24人）
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 （4）公務災害補償制度の状況

　　　公務災害補償制度は、地方公務員災害補償法に基づき、地方公務員が公務上の災害又は通勤によ

　　る災害を受けた場合に、地方公務員災害補償基金が、その損害を補償する制度です。

　　　令和元年度の公務災害補償制度の状況は、次のとおりです。

　　　令和元年度に実施した採用試験の状況は、下表のとおりです。

10　公平委員会の報告事項（令和元年度）

　 （1）給与、勤務時間その他の勤務条件に関する報告及び勧告の状況…0件

4件療養補償

   （2）勤務条件に関する措置の要求の状況…0件

   （3）不利益処分に関する不服申立ての状況…0件

　　執ること。

　②職員に対する不利益な処分についての不服申立てに対する裁決又は決定をすること。

　③その他、職員の苦情を処理すること。

合格者数
（一次）

22人

試験の種類

96人

申込者数

募集なし

募集なし土木技師

公務又は通勤による負傷や疾病の療養（以下上記療養と記載する。）に
必要な費用を支給します。

福祉事業

遺族補償

障害補償

上記補償に加えて附加給付として被災職員および遺族の福祉に対して必
要な事業及び公務災害防止のために必要な事業を行います。

　地方公務員災害補償基金に対し、法令等に基づき、令和元年度中に魚津市が負担金として

支出した金額は、次のとおりです。

　・令和元年度地方公務員災害補償基金負担金　　2,389千円

９　職員の競争試験及び選考の状況

　①職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求を審査し、判定し、及び必要な措置を

　　公平委員会は、次に掲げる事務を処理しています。

－

－

－

－

－

－

採用者数

3人

受験者数

85人

保育士

一般行政

中級

初級

上級

○共済組合に対する負担金

　共済組合に対し、法令等に基づき、令和元年度中に魚津市が負担金として支出した金額は

次のとおりです。

　・令和元年度共済組合負担金　　387,173千円

種類 内容等 件数

○令和元年度中の公務災害等の発生状況

○地方公務員災害補償基金に対する負担金

0件上記療養の治ゆ後、一定の障害が残った場合に年金等を支給します。

0件

0件

公務又は通勤により死亡した場合に配偶者等に対し年金等を支給しま
す。
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